
 

川東小学校の教科担任制 

１ 教科担任制の実際 

 ⑴ 指導体制 

   本校は５・６年生各２学級であり、学級担任が４名である。これに加えて、基準加

配が２名、外国語専科が１名、さらに教科担任加配が１名加わり、計８名で高学年の

指導体制を構成した。従来の専科の教科に加えて、学級担任同士の交換授業を実施す

ることで、教員一人あたりの受け持ち授業時数を軽減するとともに、受け持ち教科数

を減らすことで、教員の専門性を生かしたり、教材研究の負担を軽減したりすること

ができるようにした。 

  担任 

教科 

５年１組 

教員Ａ 学級担任  

５年２組 

教員Ｂ 学級担任  

６年１組 

教員Ｃ 学級担任  

６年２組 

教員Ｄ 学級担任  

国語 教員Ｂ（学級担任） 教員Ｄ（学級担任） 

社会 教員Ｃ（学級担任） 

算数 教員Ｇ（算数専科・教科担任制加配） 

理科 教員Ｅ（理科専科・基準加配） 

音楽 教員Ｆ（音楽専科・基準加配） 

図工 教員Ａ（学級担任） 

家庭 教員Ａ（学級担任） 

体育 教員Ａ（学担） 教員Ｂ（学担） 教員Ｃ（学担） 教員Ｄ（学担） 

外国語 教員Ｈ（外国語専科・外国語加配） 

道徳 教員Ａ（学担） 教員Ｂ（学担） 教員Ｃ（学担） 教員Ｄ（学担） 

学級活動 教員Ａ（学担） 教員Ｂ（学担） 教員Ｃ（学担） 教員Ｄ（学担） 

総合的な学習の時間 教員Ａ（学担） 教員Ｂ（学担） 教員Ｃ（学担） 教員Ｄ（学担） 

   学級担任の指導する教科は、体育、道徳、学級活動、総合的な学習の時間以外では、

１教科または２教科としており、受け持ち教科数をかなり軽減した。また、小学校は、

学級担任が専科より授業時数が多い傾向があるが、学級事務のある学級担任の負担軽

減の視点から、専科の時数より学級担任の時数が少なくなるように配慮した。 

 

 ⑵ 時間割編成の実際 

   教科担任制の最大のネックは時間割作成と調整である。これまでの学級担任制では、

教務主任から出される週案に沿って、専科が時間割を調整して組み、それを受けて学

級担任が時間割を入れていく方式であったが、教科担任制ではそれは難しい。そこで、

中学校のシステムに倣い、高学年の固定の基本時間割表を作成し、それを基に各学級

の時間割を作成していくことにした。 

   基本時間割表を作成するに当たっては、各教科の特性や学級担任の生徒指導面など

以下の点を考慮した。 



 

○ 教員の受け持ち時間が各曜日でできるだけ均等になるようにする。 

〇 理科、図工、家庭など実験や実習を伴う教科は２時間続きの時間をとる。 

○ 学級担任同士が授業のない時間を設け、打ち合わせ等ができるようにする。 

○ 月曜（週初め）や金曜（週末）に学級担任の時間を設け、学級での生徒指導や行事

等の事前事後指導の時間がもてるようにする。 

小学校の教科の年間指導時数は３５週で割り切れない教科があるため、基本時間割

表で回していくと教科によって差が出てしまう。そこで、基本時間割表をＡ案とＢ案

と２通り作成し、学期の前半をＡ案、学期の後半をＢ案で実施していくようにして時 

数の調整を図るようにした。基本時間割表は次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 学校行事等が入った場合 

    行事が入った場合、教科の時数はカットされる。学級によって時数の差が生じて

くるので、２か月くらいの周期で学級間の時数調整を行うようにした。 

  〇 出張等で教科担任が不在の場合 

    予め分かっているものについては、高学年部会で代わりの授業を入れるようにし

た。空いている教員が教科の授業を行ったり、専科教員が国語や算数の授業を行っ

たりするなど小学校の教科担任制のよさを生かすようにしている。 
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⑶ 時間割ソフトの活用 

   週ごとの時間割作成は、時間割ソフト（エクセルファイル）を活用した。学校のフ

ァイルサーバーに時間割ソフトを置き、各教科担任でデータを共有して作成していく

ようにした。具体的には、各学級の基本時間割に、各教科担任が単元名や準備物を打

ち込んでいくようにし、高学年部会の時に全員で確認していくようにした。 

   前週までの時数、今週の時数、累計時数などがカウントされるようになっているの

で、これらを参考に教科を入れていく。先の週まで打ち込んでいくと時数の見通しもも

てるので、時数調整にも大変役立っている。また、高学年の時間割が一覧で見ることが

でき、指導体制の把握にも活用できている。 

 

 

 ⑷ 高学年部会の定例化 

   教科担任制の推進のためには、打ち合わせの時間が必要になってくる。そこで、２

週に１度、高学年部会を開き、必要な情報交換を行っている。高学年部会は、学級担

任４名、理科専科、算数専科、音楽専科、外国語専科の各１名の計８名で構成されて

いる。 

   内容は、まず時間割の調整である。行事等により教科の時間が削れた場合の補充や

出張の時の補充などを話し合っている。 

学習面では、基本的な学習習慣について共通理解を図っている。例えば、話し方、聞

き方、板書の仕方、ノートの取り方など教科は違っても学校で統一して取り組んでいる

事項はどの学級でもしっかり定着させるようにしている。また、国語や算数などの宿題

内容についても共通理解を図る。特に、算数は授業だけでは定着が難しい面もあるた

３１日（月） １日（火） ２日（水） ３日（木） ４日（金） ３１日（月） １日（火） ２日（水） ３日（木） ４日（金） ３１日（月） １日（火） ２日（水） ３日（木） ４日（金） ３１日（月） １日（火） ２日（水） ３日（木） ４日（金）

行
事

学習用具点
検

避難訓練（地震） 心のアンケート

クラブ
参観日 行

事

学習用具点
検

避難訓練（地震） 心のアンケート

クラブ
参観日 行

事

学習用具点
検

避難訓練（地震） 心のアンケート

クラブ
参観日 行

事

学習用具点
検

避難訓練（地震） 心のアンケート

クラブ
参観日

朝 朝 朝 朝

国語 行事 国語 音楽 学活 算数 行事 算数 社会 国語 社会 行事 音楽 算数 社会 外国語 行事 社会 国語 国語
新聞を読もう 避難訓練（地

震）
敬語 いろいろな音

色を感じ取ろ
う

心のこもった
言葉づかい

整数⑤ 避難訓練（地
震）

整数⑦ これからの食
料生産⑤

敬語 武士による政
治のはじまり
③

避難訓練(行
事)

いろいろな和
音のひびきを
感じ取ろう

立体の体積① 武士による政
治のはじまり
⑤

世界と日本の夏
休みの過ごし方
を比べよう

避難訓練（地
震）

武士による政
治のはじまり
⑤

いちばん大事
なものは

いちばん大事
なものは
参観授業

家庭 国語 社会 理科 書写 理科 算数 音楽 家庭 算数 算数 理科 家庭 社会 外国語 国語 家庭 理科 音楽 国語
ミシンを使っ
てみよう

新聞を読もう これからの食
料生産④

花から実へ⑧ こう筆　　　
※学級懇談

花から実へ⑤ 整数⑥ いろいろな音
色を感じ取ろ
う

ミシンを使っ
てみよう

整数⑨　　　　
※学級懇談

円の面積③ 水よう液の性
質②

生活を豊かに
ソーイング

武士による政
治のはじまり
④

懇談 熟語の成り立
ち

生活を豊かに
ソーイング

水よう液の性
質②

いろいろな和
音のひびきを
感じ取ろう

書写(伊黒先
生)
懇談

社会 理科 図工 算数 外国語 外国語 図工 理科 国語 社会 国語 外国語 国語 理科 図工 算数 社会 算数 図工 理科
これからの食
料生産③

花から実へ⑥ 読書感想画 整数⑧ 身近な人を
紹介しよう

身近な人を
紹介しよう

読書感想画 花から実へ⑥ たずねびと これからの食
料生産⑥

熟語の成り立
ち

世界と日本の夏
休みの過ごし方
を比べよう

熟語の成り立
ち

水よう液の性
質③

読書感想画 円の面積③ 武士による政
治のはじまり
④

円の面積④ 読書感想画 水よう液の性
質②

算数 理科 図工 国語 算数 国語 図工 理科 算数 書写 総合 算数 算数 理科 図工 総合 外国語 国語 図工 社会
整数⑤ 花から実へ⑦ 読書感想画 敬語 整数⑨ 新聞を読もう 読書感想画 花から実へ⑦ 整数⑧ こう筆 地域のよさを

調べよう
円の面積④ 円の面積⑤ 水よう液の性

質④
読書感想画 地域のよさを

調べよう

世界と日本の夏
休みの過ごし方
を比べよう

漢字の広場② 読書感想画 武士による政
治のはじまり
⑥

給食 ○ ○ ○ ○ ○ 給食 ○ ○ ○ ○ ○ 給食 ○ ○ ○ ○ ○ 給食 ○ ○ ○ ○ ○

昼休 ○ ○ ○ ○ ○ 昼休 ○ ○ ○ ○ ○ 昼休 ○ ○ ○ ○ ○ 昼休 ○ ○ ○ ○ ○

清掃 ○ ○ × ○ ○ 清掃 ○ ○ × ○ ○ 清掃 ○ ○ × ○ ○ 清掃 ○ ○ × ○ ○

体育 算数 体育 総合 体育 国語 体育 総合 道徳 社会 学校の行事 算数 道徳 国語 学校の行事 理科
水泳 整数⑥ 台風９号接近

の為、下校
徒走
集団行動

宿泊学習に向
けて

水泳 新聞を読もう 台風９号接近
の為、下校

徒走
集団行動

宿泊学習に向
けて ♡

台風９号接近
の為、下校

貧血検査 円の面積　　
テスト ♡

熟語の成り立
ち

台風９号接近
の為、下校

貧血検査 水よう液の性
質③

総合 道徳 国語 総合 道徳 学活 体育 国語 国語 体育 算数 算数
宿泊学習に向
けて

自分の身は自
分で守る

たずねびと 宿泊学習に向
けて

自分の身は自
分で守る

心のこもった
言葉づかい

水泳 いちばん大事
なものは

いちばん大事
なものは

水泳 円の面積⑤ 円の面積　　
テスト

下校 15:55 15:00 15:45 15:55 15:55 下校 15:55 15:00 15:45 15:55 15:55 下校 15:55 15:00 15:45 15:55 15:55 下校 15:55 15:00 15:45 15:55 15:55
ランチマット ランチマット ランチマット ランチマット ランチマット ランチマット ランチマット ランチマット ランチマット ランチマット 水着 コンパス 水着 体育服 絵の具セット コンパス
はし はし はし はし はし はし はし はし はし はし タオル タオル

給食着・うわぐつ 絵の具セット 体操服 フェルトペン 給食着・うわぐつ絵の具セット 体操服 フェルトペン

水泳の準備 体育館シューズ 水泳の準備 体育館シューズ

予定 先週まで 今週の時数 累計時数 残り時数 予定 先週まで 今週の時数 累計時数 残り時数 予定 先週まで 今週の時数 累計時数 残り時数 予定 先週まで 今週の時数 累計時数 残り時数

69 国語 5 6 11 58 69 国語 5 5 10 59 69 国語 5 4 9 60 69 国語 5 6 11 58

36 社会 2 2 4 32 36 社会 3 2 5 31 41 社会 2 4 6 35 41 社会 3 3 6 35

72 算数 5 4 9 63 72 算数 5 5 10 62 72 算数 4 5 9 63 72 算数 4 4 8 64

39 理科 3 3 6 33 39 理科 2 3 5 34 39 理科 3 3 6 33 39 理科 3 3 6 33

21 音楽 1 1 2 19 21 音楽 1 1 2 19 21 音楽 1 1 2 19 21 音楽 1 1 2 19

22 図工 0 2 2 20 22 図工 1 2 3 19 22 図工 1 2 3 19 22 図工 1 2 3 19

26 家庭 2 1 3 23 26 家庭 2 1 3 23 22 家庭 2 1 3 19 22 家庭 2 1 3 19

36 体育 2 2 4 32 36 体育 2 2 4 32 36 体育 2 1 3 33 36 体育 2 1 3 33

26 外国語 2 1 3 23 26 外国語 1 1 2 24 26 外国語 2 2 4 22 26 外国語 1 2 3 23

31 総合 1 2 3 28 31 総合 1 2 3 28 27 総合 1 1 2 25 27 総合 1 1 2 25

14 道徳 0 1 1 13 14 道徳 1 1 2 12 14 道徳 1 1 2 12 14 道徳 1 1 2 12

14 学活 3 1 4 10 14 学活 2 1 3 11 14 学活 2 0 2 12 14 学活 2 0 2 12

20 学校行事 1 1 2 18 20 学校行事 1 1 2 18 21 学校行事 1 1 2 19 21 学校行事 1 1 2 19

4 クラブ 0 0 0 4 4 クラブ 0 0 0 4 4 クラブ 0 0 0 4 4 クラブ 0 0 0 4

4 委員会・児童会 0 0 0 4 4 委員会・児童会 0 0 0 4 4 委員会・児童会 0 0 0 4 4 委員会・児童会 0 0 0 4

6 学校の行事 0 0 0 6 6 学校の行事 0 0 0 6 6 学校の行事 0 1 1 5 6 学校の行事 0 1 1 5

12 欠時数 0 0 0 12 12 欠時数 0 0 0 12 12 欠時数 0 0 0 12 12 欠時数 0 0 0 12

川東小　5年1組　　時間割 川東小　5年2組　　時間割 川東小　6年1組　　時間割 川東小　6年２組　　時間割
８月３１日～９月４日 ８月３１日～９月４日 ８月３１日～９月４日 ８月３１日～９月４日

1 1 1 1

2 2 2 2

3 3 3 3

4 4 4 4

5 5 5 5

6 6 6 6

６の２

準
備

準
備

準
備

準
備

５の１ ５の２ ６の１



 

め、学級担任と協力して計画的に復習の時

間（習熟タイム）を入れるようにしている。 

さらに、生徒指導や特別支援の視点でも情

報交換を密にしている。高学年は学校のリ

ーダーとして、望ましい生活態度の育成が

欠かせない。本校では、教科担任制を実施す

ることで生徒指導の充実を目指しているの

で、各教科で生徒指導上気付いたことは積

極的に学級担任や他の教科担任と情報を共

有していくようにしている。不登校、登校し

ぶり、保健室登校など様々な事案があるが、

学級担任と専科教員がチームとして対応していくように高学年の情報の共有を大切に

している。 

 

 ⑸ 家庭学習の指導 

   小学校では国語や算数の時数が多く、基礎学力の定着という点で２教科の家庭学習

への指導が大切である。教科担任制では、学級担任が必ずしも国語や算数を担任する

とは限らないので、家庭学習への対応も工夫する必要が出てきた。 

   具体的には、教科担任からの課題を教科間で曜日ごとに整理し、宿題等の量を調整

した。また、国語や算数は学級担任も内容を把握しておくようにし、丸付けなど教科担

任と学級担任で分担して行うようにした。また、音楽専科、外国語専科も協力して宿題

の対応に当たるようにし、ここでもチームで対応することを基本として実践している。 

  ※ 上記の他、家庭学習として、自学、日記なども課しているが、いずれも学級担任

が評価・添削に当たっている。 
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【高学年部会の様子】 



 

 ⑹ 学習の評価 

   学習の評価は、それぞれの教科の評価は教科担任が基本的に行うことになっている。

学級担任制と違い、学年内で評価基準が統一され、テストなどを中心に的確な評価が

できるようになった。 

課題として挙がったのは通知表である。そこで、本校では、総括的な評価として所 

見の記入を以下のとおりで進めることになった。 

○ 各教科の所見は学期ごとに教科担任で分担して記入していくようにする。 

 

⑺ 保護者及び地域への周知、授業公開等 

 ○ 保護者には、年度当初に「高学年における教科担任制の導入について（お知らせ）」

を発行し、令和２年度から教科担任制を実施していくことを周知した。また、４月の

ＰＴＡ総会で学校経営説明の一環で教科担任制について説明する予定であった。（新

型コロナウイルス感染防止のため中止） 

 ○ 授業参観についても、４月の参観日では学級担任の授業参観、６月の参観日では

教科担任の授業参観と、保護者に向けて授業公開を実施する予定であった。（いずれ

も新型コロナウイルス感染防止のため中止）９月の参観日では、学級担任の授業を

保護者へ公開することができた。 

 ○ 地域に向けては、学校運営協議会を通じて周知を図った。６月の第１回学校運営

協議会で教科担任制導入の説明を行ったほか、９月の第２回学校運営協議会で授業

参観をしていただくなど周知に努めている。 

 

⑻ 教科担任制の評価 

 ○ 児童の評価 

   学期ごとにアンケート調査を実施している。教科担任制でよかったことや困った

ことなどを記述するようにしている。 

 ○ 教員の評価 

   学期ごとにアンケート調査を実施している。高学年の教科担任８名の教員には、

児童と同じように教科担任制でよかったことや困ったことなどを記述するようにし

た。教科担任制以外の教員にもアンケートを行い、教科担任制についての感想や質

問を挙げてもらうようにした。 

 ○ 教員の時間外業務の時間の調査 

   毎月、出勤退勤記録を提出するようになっており、時間外業務時間についても記

録するようになっている。 

○ 保護者の評価 

   年度内の１１月に学校評価と併せて、教科担任制についてのアンケートを実施す

る予定である。参観日等で見られた教科担任の授業などについて意見や感想を挙げ

てもらう予定である。 

 


